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上
方
の

一
奇
談
」
書
と
寓
言

l

『
垣
根
草
』
第
四
話
に
即
し
て
l

近
盤
中
期
の
鶴
鞠
と
欝
蜜

近
世
前
期
に
談
林
俳
諾
の
表
現
理
論
と
し
て
議
場
し
た
寓
言
論
が
、
散
文

読
物
の
創
作
方
法
と
し
て
捉
え
産
さ
れ
た
の
は
、
供
斎
樗
山
の
登
場
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
司
河
海
抄
』
以
来
、
源
氏
物
語
寓
一
言
説
と
い
う
も

の
が
あ
っ
て
、
物
語
を
『
荘
子
』
「
寓
4

一
一
口
篇
」
の
寓
一
一
=
口
説
で
説
明
す
る
こ
と

は
新
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
批
評
者
・
注
釈
者
で
は
な
く
他
な

ら
ぬ
作
者
自
身
が
己
の
作
品
を
「
寓
一
一
首
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
は
、

散
文
の
世
界
で
は
樗
山
以
前
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
樗
山
の

言
説
が
近
世
後
期
〈
小
説
〉
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
中

野
一
一
一
敏
に
よ
っ
て
は
や
く
指
撤
さ
れ
て
い
る
(
「
寓
言
論
の
展
開
」
『
戯
作
研
究
同

中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
)
。

し
か
し
、
そ
れ
以
来
、
寓
言
論
そ
の
も
の
の
詳
細
な
分
析
、
具
体
的
作
品

飯
メ入
居

洋

に
即
し
た
実
践
例
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
吋
ぬ
ば
玉
の
巻
』
に
見
え
る
秋

成
の
寓
言
論
を
除
い
て
は
、
あ
ま
り
考
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(
『
ぬ
ば
去
の
巻
同
に
つ
い
て
は
中
村
幸
彦
「
上
回
秋
成
の
物
語
観
」
(
『
中
村
幸
彦

著
述
集
〈
第
一
巻
〉
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
一
年
)
、
中
村
博
保
「
秋
成
の
物
語

論
」
『
上
回
秋
成
の
研
究
』
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
)
、
川
関
一
元
「
秋
成
の
〈
寓

言
〉
を
巡
っ
て
i
屈
折
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
吋
ぬ
ば
去
の
巻

b
lい
「
日
本
文

学
」
二
O
O
一
年
一
二
月
号
)
が
あ
る
)
。
そ
も
そ
も
寓
一
一
一
一
向
論
に
基
づ
い
て
創
作

さ
れ
た
作
品
は
寓
意
が
露
わ
で
あ
り
文
芸
性
に
乏
し
い
と
い
う
批
判
を
ど
う

し
て
も
免
れ
得
な
い
。
秋
成
の
作
品
で
い
え
ば
、
『
関
月
物
語
』
の
「
貧
福

論
」
や
望
骨
雨
物
語
』
の
「
海
賊
」
な
ど
は
議
論
が
表
に
出
す
ぎ
て
い
る
と

し
て
、
〈
小
説
〉
的
形
象
と
い
う
点
で
は
必
ず
し
も
評
艇
が
高
く
な
か
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
近
世
中
期
以
降
の
散
文
史
の
再
構
築
を
求
め
て
、
書

籍
目
録
に
分
類
項
自
と
し
て
載
る
「
奇
談
」
の
語
と
そ
れ
に
属
す
る
書
目
を
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手
が
か
り
に
、
「
奇
談
」
史
と
い
う
も
の
を
仮
設
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
作

業
と
し
て
は
宝
暦
閤
年
の
『
新
増
書
籍
臣
録
』
(
以
下
宝
諮
問
問
録
と
称
す
る
)

所
載
「
奇
談
」
書
五
十
七
点
お
よ
び
明
和
九
年
『
大
増
書
籍
自
録
』
(
以
下

明
和
目
録
と
称
す
る
)
所
載
「
奇
談
」
宮
市
七
十
六
点
を
あ
わ
せ
て
成
立
頗
に

並
べ
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
文
学
史
的
展
望
を
立
て
て
み
た
(
「
「
奇
談
」

史
の
一
勧
」
司
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
、
和
泉
誉
院
、
二
O
O
由
年
所
収
)
。

し
か
し
、
書
籍
分
類
械
念
の
「
奇
談
」
を
新
た
な
文
学
史
的
用
語
と
し
て
揚

言
す
る
の
は
、
談
義
本
・
初
期
読
本
さ
ら
に
浮
世
草
子
や
教
訓
書
・
俳
諮
書

な
ど
に
拡
が
る
「
奇
談
」
書
の
多
様
さ
か
ら
し
て
も
容
易
で
は
な
い
。
筆
者

は
「
奇
談
」
の
「
談
」
に
注
目
し
て
〈
談
話
の
場
を
前
提
と
し
た
面
白
い
語

り
〉
を
集
約
点
と
し
て
想
定
し
た
。
し
か
し
「
奇
談
」
史
に
お
け
る
最
も
重

要
な
文
学
史
的
課
題
で
あ
る
、
「
談
義
本
」
と
「
初
期
読
本
」
と
を
い
か
に

し
て
同
一
範
轄
で
扱
う
か
と
い
う
問
題
の
前
に
は
、
こ
の
集
約
点
は
未
だ
十

分
な
解
答
で
あ
る
と
は
一
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
「
初
期
読
本
」
は
知
的
議
論

を
関
答
体
で
行
う
形
式
を
「
談
義
本
」
か
ら
学
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘
(
前

掲
中
野
三
敏
「
寓
言
論
の
展
開
」
お
よ
び
徳
田
武
「
『
新
斎
夜
語
』
と
談
義
本
」
吋
B

本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
、
賞
金
書
脂
、
一
九
八
六
年
所
収
)
|
|
こ
れ
こ
そ

ま
さ
に
「
寓
言
」
の
問
題
で
あ
る
i
i
iに
改
め
て
思
い
至
っ
た
。

都
賀
躍
鐘
や
上
田
秋
成
の
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
に
お
い
て
、
そ
の
寓
意
を

検
証
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
数
々
の
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。

た
と
え
ば
秋
成
の
寓
言
論
で
は
寓
意
は
「
い
に
し
へ
の
事
に
と
り
な
し
、
今

の
う
つ
〉
を
打
ち
か
す
べ
つ
〉
お
ぼ
ろ
げ
に
」
(
叫
ぬ
ば
五
の
巻
』
)
表
現
さ
れ

る
と
さ
れ
る
た
め
、
秋
成
の
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
に
は
そ
こ
に
龍
め
ら
れ
た

寓
意
を
読
み
解
く
郡
白
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
寓
意
が
あ
ま
り
に
も
露

わ
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
「
宙
空
一
一
日
と
し
て
考
察
さ
れ

論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
秋
成
以
外
の
作

者
の
手
に
な
る
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

江
戸
の
吋
欝
欝
」
撃
と
露
璽

周
知
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
樗
山
の
寓
一
言
論
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
そ

の
総
論
と
い
う
べ
き
は
、
『
雑
矯
間
金
口
荘
子
』
(
寛
保
二
年
刊
か
)
に
見
え
る
。

ち
な
み
に
こ
の
骨
一
一
回
は
窓
潜
目
録
の
「
奇
談
」
蓄
に
搭
載
さ
れ
る
。
該
当
部
分

は
地
蔵
菩
薩
に
物
理
人
情
を
語
ら
せ
た
こ
と
を
「
し
か
れ
ど
も
地
裁
ぼ
さ
つ

を
戯
弄
す
る
は
不
敬
な
り
。
其
一
一
時
三
洋
に
し
て
誹
諾
の
書
に
類
せ
り
」
と
非
難

さ
れ
た
の
に
作
者
が
答
え
る
と
い
う
設
定
で
、

よ
ろ
こ
び

地
蔵
を
敬
す
る
事
、
我
に
し
く
も
の
な
し
。
地
蔵
ぼ
さ
つ
悦
給
ふ
ベ

か

つ

わ

れ

げ

ん

つ

う

し
。
且
菩
誹
諮
の
門
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
言
に
通
ず
る
事
な
し
。
わ

も

の

た

く

れ
は
物
に
托
し
て
其
清
を
述
る
の
み
。
予
が
記
す
る
所
七
部
の
書
、
外

題
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
終
始
み
な
一
意
に
し
て
、
全
体
田
舎
荘
子
な

り
。
其
の
語
る
所
、
遭
遇
遊
、
斉
物
論
、
人
間
世
に
過
ぎ
ず
。
そ
の
物

に
托
す
る
は
寓
言
な
り
。
神
仏
を
仮
る
も
の
は
重
言
な
り
。
そ
の
戯
談

て
う
く
は

は
后
一
言
な
り
。
衆
に
調
和
し
て
他
の
上
を
慰
す
る
と
い
へ
ど
も
、
皆
大

か
ん
が
へ

宗
師
を
は
な
れ
ず
、
事
実
は
古
書
に
考
て
、
仮
に
も
証
な
き
こ
と
を

記
せ
ず
。
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と
述
べ
て
い
る
(
引
用
に
際
し
て
、
振
り
仮
名
を
部
省
略
し
、
濁
点
を
補
い
、

句
読
点
を
改
め
た
。
以
下
の
引
用
文
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
同
様
の
措
置
を
行

う
)
。
「
七
部
の
と
は
吋
田
舎
荘
子
』
『
田
舎
荘
子
外
篇
』
(
以
上
事
係
十



二
年
刊
)
『
河
伯
井
蛙
文
談
』
吋
再
来
田
舎
一
休
』
(
以
上
事
保
十
一
一
一
年
刊
)
『
六

道
士
会
録
』
(
家
保
ト
四
年
利
)
『
英
雄
軍
談
い
(
享
保
二
十
年
刊
)
と
『
雑
篤
田

舎
荘
子
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
結
子
』
の
一
一
一
篇
の
主
意
に
通
じ
る

も
の
だ
と
し
、
「
物
に
托
す
る
」
寓
言
、
「
神
仏
を
仮
る
」
重
言
、
「
戯
談
」

の
盾
一
ず
一
同
と
い
う
一
ニ
つ
の
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
簡
略
に
記
さ

れ
た
一
一
一
つ
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と

み
み
ず
く

え
ば
『
田
舎
結
子
』
を
例
に
と
れ
ば
、
雀
と
蝶
、
藤
と
木
兎
等
の
動
物
問
答

に
よ
る
分
度
論
、
登
場
人
物
が
寺
社
や
夢
中
で
神
あ
る
い
は
神
に
類
す
る
存

在
に
出
会
っ
て
教
え
を
受
け
る
心
法
論
、
鼠
取
り
の
名
手
で
あ
る
者
猫
の
語

り
に
託
し
た
武
術
論
な
ど
多
彩
に
展
開
し
て
い
る
が
、
要
は
郡
白
お
か
し
い

対
話
や
物
語
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
自
ら
の
主
張
や
教
訓
を
、
登
場
す
る
動

物
や
神
に
代
弁
さ
せ
る
と
い
う
仕
方
で
あ
る
。
現
在
の
文
芸
的
な
評
備
の
観

点
か
ら
い
え
ば
、
「
戯
談
」
の
巧
み
さ
す
な
わ
ち
「
恵
一
一
白
」
の
出
来
具
合
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
樗
山
お
よ
び
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
は
「
寓
昔
」

「
重
苦
」
こ
そ
が
説
得
の
効
果
を
高
め
る
方
法
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
棒

山
自
身
、
自
作
『
英
雄
筆
談
』
に
お
け
る
一
ニ
言
の
方
法
を
語
っ
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

吾
党
の
小
子
、
治
世
に
生
れ
て
、
幼
な
き
よ
り
戯
遊
の
に
長
じ
、
そ

の
澱
分
を
し
ら
ざ
る
も
の
お
ほ
し
。
然
ど
も
謹
か
に
是
を
し
ら
し
む

べ
か
ら
ず
。
暫
ら
く
帝
釈
修
羅
臨
王
の
戦
か
ひ
を
仮
り
、
そ
の
こ
と
を

設
け
、
正
成
、
元
就
、
勘
助
等
の
言
に
寓
し
て
、
軍
中
の
法
令
、
備
の

大
客
を
し
め
す
、
所
謂
高
一
一
一
一
口
な
り
。
古
人
の
一
廿
一
向
を
以
て
龍
ち
に
記
せ
ば
、

小
子
み
る
こ
と
を
厭
ひ
て
手
に
も
と
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
戯
談
を
以
て

し
、
そ
の
う
ち
に
実
を
含
ん
で
見
る
に
使
よ
か
ら
し
む
、
(
中

路
)
仏
は
人
の
信
ず
る
所
な
り
、
人
情
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
圏
て
、

言
を
た
て
〉
信
を
と
る
、
所
謂
重
一
一
白
な
り
。
戯
談
は
い
は
ゆ
る
題
言
な

り
。
然
れ
ど
も
無
実
虚
談
の
一
言
を
な
し
て
、
他
の
耳
目
を
悦
ば
し
め
、

は
づ

人
の
惑
ひ
を
生
ず
る
事
は
、
予
が
甚
だ
塊
る
所
な
り
。
故
に
仮
に
も
出

処
な
き
事
を
記
せ
ず
(
自
序
)

明
英
雄
軍
談
』
巻
一
・
巻
の
筋
は
、
阿
修
羅
王
に
攻
め
ら
れ
て
危
機
に

陥
っ
た
帝
釈
が
閤
王
に
助
力
を
求
め
、
承
引
し
た
閤
魔
城
で
は
軍
備
を
整
え

る
が
、
阿
修
羅
王
の
攻
撃
に
苦
戦
す
る
。
こ
こ
で
名
将
楠
正
成
・
毛
利
元
就

.
山
本
勘
助
の
三
者
が
助
っ
人
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、
軍
備
の
要
諦
を
説
き
、

陣
立
て
を
指
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
事
阿
修
羅
軍
を
破
り
、
冥
界
は
無

事
治
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
帝
釈
と
阿
修
羅
王
の
戦
い
と
い
う
お
馴
染

み
(
吋
今
昔
物
語
』
天
性
一
部
巻
第
一
「
帝
釈
与
修
羅
合
戦
語
」
な
ど
)
の
設
定
の
中

で
正
成
・
先
就
・
勘
助
に
発
言
さ
せ
る
と
こ
ろ
は
「
寓
言
」
で
あ
り
、
帝
釈

を
登
場
さ
せ
る
の
は
「
重
雷
」
で
あ
る
と
樗
山
は
言
う
。

樗
山
に
続
く
作
者
た
ち
も
「
寓
一
言
」
を
重
要
視
し
て
い
た
。
事
保
十
九
年

刊
の
筆
天
斎
吋
御
伽
厚
化
粧
』
(
宝
麿
目
録
「
奇
談
」
所
載
番
)
で
は
「
筆
天

か

よ

は

ず

そ

ら

ご

と

斎
が
数
条
の
編
々
、
其
名
其
趣
に
不
通
、
亦
他
の
寓
一
一
首
を
ね
む
じ
、
雪
に
霜

を
加
ふ
る
如
く
な
ら
ば
、
跡
か
ら
禿
る
摩
化
粧
と
も
い
わ
め
」
と
す
る
。
「
寓

一
言
」
に
「
そ
ら
ご
と
」
と
傍
訴
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
田
舎
荘
子
』
を
模
倣
し
た
延
享
二
年
寧
の
如
明
『
童
蒙
荘
子
』
(
山

口
大
学
府
間
胸
囲
書
館
所
蔵
〉
の
自
序
で
は
、
ご
」
こ
に
一
段
の
寓
言
を
集
め
て

草
木
鳥
獣
の
論
談
の
中
に
は
教
と
成
べ
き
道
を
顕
す
事
は
正
道
に
心
ざ
す
舗

石
と
な
す
為
也
」
と
一
可
一
向
う
。

宝
暦
年
に
刊
行
さ
れ
た
静
観
一
尻
好
阿
宮
北
枇
下
手
談
義
』
〈
宝
暦
図
録
「
奇
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談
」
所
載
書
)
は
狭
義
の
「
談
義
本
」
の
鳴
矢
と
し
て
文
学
史
的
に
葉
要
だ

が
、
こ
れ
も
「
寓
言
」
の
方
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
戯
作
で
あ
る
。
関
年
刊

行
さ
れ
た
追
髄
作
の
伊
藤
単
朴
『
教
訓
雑
長
持
』
(
宝
謄
図
録
「
奇
談
」
所
載

番
)
の
序
文
に
は
同
書
と
そ
の
続
編
宝
暦
囲
年
刊
『
教
耕
続
下
手
談
義
』
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
(
な
お
、
家
暦
四
年
刊
の
本
を
向
二
年
刊
の
序
文

で
扱
う
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
が
、
司
当
役
下
手
談
義
』
が
最
初
割
印
が
行
わ
れ
た
と

き
写
本
穏
に
な
っ
た
経
緯
〈
詳
し
く
は
中
野
三
敏
「
談
義
本
路
史
」
吋
十
八
世
紀
の

江
戸
文
芸
』
、
岩
波
書
居
、
一
九
九
九
年
所
収
を
参
照
〉
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
続

編
も
同
様
に
写
本
と
し
て
単
朴
の
目
に
入
っ
た
可
能
性
が
あ
る
)
。

:
:
先
開
巻
第
一
義
が
菩
住
蕗
の
欝
在
所
に
、
鱗
翁
と
云
老
人
を
設

て
、
前
篇
に
子
息
を
教
へ
、
後
策
に
手
代
を
論
し
、
或
江
の
島
の
神
託

か
う
し
ゃ
く

に
、
淫
曲
を
戒
め
、
退
ト
が
講
訳
に
浮
説
の
惑
を
弁
じ
、
安
売
の
引

わ
か
い
も
の

札
に
潜
上
を
諌
め
、
農
夫
街
買
の
子
弟
に
、
怠
情
を
励
し
、
橋
り
を

う

そ

ま

こ

と

調
ぜ
し
教
諭
の
真
実
、
寓
一
廿
一
口
の
中
よ
り
誠
を
あ
ら
は
し
、
鼓
舞
告
在

な
る
筆
の
働
き
、
此
受
等
が
及
ぶ
所
に
非
と
い
へ
共
:
:
:

こ
こ
で
は
「
教
諭
の
真
実
」
を
瞬
間
翁
や
退
朴
に
託
す
る
と
い
う
設
定
が
「
寓

一
一
首
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
寓
一
一
=
口
」
と
は
「
う
そ
」
で
あ
る
こ
と
が
傍

訓
に
示
さ
れ
て
い
る
。

源
内
の
作
品
も
自
他
共
に
「
{
民
一
一
一
一
口
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
明
和
六
年
刊
の

『
根
無
草
後
縞
』
の
寝
掠
先
生
序
に
は
「
地
獄
天
堂
一
金
次
第
と
、
退
き
て
一

帯
一
一
習
を
著
し
て
、
一
言
を
八
重
欄
に
寓
す
(
原
漢
文
ご
と
、
宝
暦
十
一
一
一
年
刊
の

『
披
無
草
』
を
・
評
し
て
、
荻
野
八
重
桐
の
水
死
事
件
に
託
し
た
も
の
だ
と
す

る
が
、
「
寓
言
八
重
桐
」
と
い
う
言
い
方
を
以
て
す
る
。
安
永
三
年
刊

の
を
だ
券
』
自
序
に
は
、
子
が
寓
一
言
、
紫
式
部
が
筆
ず
さ
み
、
司
馬
相

如
が
子
虚
・
烏
有
、
弘
法
大
師
の
免
角
・
亀
毛
、
去
り
と
で
は
久
し
ひ
物
な

り
。
予
も
亦
彼
虚
言
に
な
ら
ひ
、
気
の
し
れ
ぬ
麻
布
先
生
・
古
遊
・
花
景
の

人
物
を
設
て
靴
八
百
を
誕
百
ち
ら
す
。
針
を
棒
に
い
ひ
な
し
、
火
を
以
て
水
と

す
る
は
、
我
が
持
ま
へ
の
滑
稽
に
し
て
、
文
の
徐
清
の
橋
一
世
一
口
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
麻
布
先
生
・
古
遊
・
花
景
と
い
う
人
物
を
設
定
し
た
い
鹿
構
の
話
で

あ
る
こ
と
は
「
荘
子
が
寓
一
宮
一
間
」
に
倣
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
出
来
の
「
奇
談
」
書
で
あ
る
談
義
本
は
樗
出
以
来
、
創

作
方
法
と
し
て
の
「
寓
一
冨
」
を
意
識
し
て
い
た
。
で
は
上
方
の
「
奇
談
」
書

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

上
方
の
辺
智
畿
』
撃
と
欝
禽
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天
理
大
学
問
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
伊
丹
椿
圏
校
合
本
明
窟
錦
』
の
見
返

し
に
は
書
障
藁
屋
安
兵
衛
の
識
語
が
あ
る
(
司
都
賀
庭
鐘
・
伊
丹
椿
閤
集
』
〈
江

戸
怪
異
締
想
文
芸
大
系
第
二
巻
〉
関
委
刊
行
会
、
こ

0
0
…
年
に
影
印
掲
載
)
。
そ

こ
に
は
、
「
近
来
梓
行
の
国
字
小
説
多
き
中
に
も
、
類
を
同
し
て
雅
俗
と
も

に
喜
び
も
て
あ
そ
ぶ
は
、
英
草
需
。
繁
野
話
。
垣
根
草
。
新
斎
夜
語
。
雨
月

物
語
。
翁
草
な
り
。
今
北
唐
錦
を
合
し
て
奇
談
七
部
の
書
と
い
は
む
の
み
」

と
い
う
。
椿
闘
の
意
向
が
強
く
鐘
め
ら
れ
た
書
臨
時
の
一
一
=
悶
で
あ
っ
て
、
当
時
の

一
般
的
な
認
識
で
は
な
い
に
し
ろ
、
こ
こ
で
「
奇
談
七
部
の
番
」
が
謡
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
た
し
か
に
注
目
に
値
す
る
(
『
都
賀
庭
鐘
・
伊
丹
椿
圏
集
』
福

間
安
典
解
説
)
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
七
部
書
は
上
方
出
版
の
「
初
期
読
本
」

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
書
籍
臣
録
に
は
句
英
草
紙
』
明
繁
野

話
』
明
日
現
摂
草
』
が
「
奇
談
」
書
と
し
て
載
る
(
他
の
羽
作
は
書
籍
白
鋭
利
年



の
明
和
九
年
以
後
に
出
瓶
さ
れ
て
い
る
)
こ
の
「
奇
談
七
部
の
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
寓
一
一
一
一
口
約
方
法
に
つ
い
て
ま
ず
概
観
し
て
お
き
た
い
。

な
お
こ
こ
で
い
う
高
言
的
方
法
と
は
、
樗
山
の
定
義
に
し
た
が
っ
て
、
「
寓

一
言
」
あ
る
い
は
「
重
一
一
旦
に
限
定
し
、
文
体
的
測
定
を
要
す
る
「
盾
言
」
的

要
素
に
つ
い
て
は
今
回
は
扱
わ
な
い
。

『
英
草
紙
』
は
自
序
に
お
い
て
「
彼
の
釈
子
の
説
け
る
所
、
荘
子
が
一
言
ふ

処
、
皆
佳
誕
に
し
て
終
に
教
へ
と
な
る
」
と
明
ら
か
に
寓
言
に
触
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
第
一
篇
「
後
醍
醐
の
帝
三
た
び
藤
一
房
の
諌
め
を
折
く
話
」
で
は

古
歌
・
説
教
談
義
・
駿
馬
論
が
後
醗
醐
天
皇
と
万
里
小
路
藤
一
房
の
問
答
形
式

で
論
ぜ
ら
れ
る
。
第
一
ニ
籍
「
豊
原
兼
秋
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」

で
は
、
横
尾
時
陰
と
豊
原
兼
秋
の
問
答
で
雅
楽
論
が
、
第
五
篇
「
紀
任
葉
陰

司
に
至
り
滞
獄
を
断
く
る
話
」
で
は
地
獄
へ
行
っ
た
任
重
が
滞
っ
た
公
事
を

裁
判
を
解
決
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
歴
史
上
の
人
物
評
論
が
行
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
庭
鐘
の
思
想
・
知
識
が
登
場
人
物
の
口
を
借
り
て
、
つ
ま
り
「
寓

一
一
主
の
形
を
と
っ
て
開
陳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
繁
野
話
』
の
自
序
は
、
各
縞
の
寓
意
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

「
望
月
の
偶
一
一
一
一
口
に
竜
蓄
の
表
裏
た
る
を
断
る
い
と
い
う
の
は
第
七
篇
「
望
月

三
郎
兼
舎
竜
窟
に
竜
と
談
る
話
」
に
登
場
す
る
翁
が
望
月
三
郎
を
相
手
に
竜

と
雷
が
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
を
一
言
う
。
「
偶
一
一
主
は
「
寓
言
」
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
用
い
方
は
樗
山
の
定
義
に
適
う
。
他
に
第
一
議
「
雲
魂
裳

情
を
語
て
久
し
き
を
誓
ふ
話
」
で
は
雲
水
が
種
々
の
雲
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
気

象
現
象
の
論
を
開
く
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
第
二
篇
「
守
患
の
臣
残
生
を
草

葬
に
引
話
」
は
前
半
部
に
物
部
守
屋
・
蘇
我
馬
子
の
論
争
形
式
で
仏
教
論
が

展
開
さ
れ
、
第
四
篇
「
中
津
川
入
道
山
伏
塚
を
築
し
む
る
話
」
前
半
は
南
朝

を
慕
う
宇
多
次
郎
に
対
し
て
楠
正
成
の
変
名
だ
と
さ
れ
た
桜
崎
在
兵
衛
が
楠

正
成
ら
の
戦
い
を
評
判
す
る
。

『
塩
根
草
』
(
明
和
七
年
、
京
都
銭
屋
七
郎
兵
衛
他
刊
)
は
庭
鐘
の
影
響
を
濃

一
回
帰
に
受
け
た
作
品
で
、
寓
意
も
あ
ら
わ
な
議
論
問
答
が
三
篇
見
ら
れ
る
。
後

述
す
る
第
四
話
「
荘
原
業
平
文
海
に
託
し
て
菟
を
訴
ふ
る
事
」
は
伊
勢
物
語

や
業
平
歌
に
つ
い
て
の
俗
説
を
、
文
梅
の
夢
中
に
現
れ
た
業
平
が
駁
す
る
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
第
五
話
「
覚
明
義
仲
を
辞
し
て
石
山
に
隠
る
〉

事
」
で
は
、
智
者
覚
明
が
木
曽
義
仲
に
軍
略
を
説
き
、
第
十
二
話
「
千
載
の

斑
狐
太
簡
を
試
b
る
事
」
で
は
少
年
に
化
し
た
者
弧
が
一
条
兼
良
を
相
手
に

様
々
な
菰
蓄
を
開
陳
す
る
。

吋
新
斎
夜
語
』
(
安
永
閤
年
、
田
原
産
清
兵
衛
刊
、
梅
麟
館
主
人
著
)
は
前
掲

徳
田
論
文
が
「
九
話
中
の
七
話
が
こ
の
形
式
(
飯
倉
注
|
問
答
体
)
を
備
え

て
お
り
」
「
初
期
読
本
と
し
て
は
異
例
の
多
さ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
談
義
本

の
影
響
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
話
「
北
野
の
社
僧
昭
君
の
詩
を
難

ず
」
は
北
野
社
僧
が
大
石
良
雄
を
招
手
に
王
昭
君
詠
の
詩
の
請
し
方
を
論
じ

る
。
第
一
一
話
「
渡
辺
満
網
古
今
の
射
法
を
弁
ず
」
で
は
足
利
義
満
を
相
手
に

満
綱
が
一
日
つ
の
論
を
農
関
す
る
。
第
閤
話
「
売
茶
翁
数
奇
の
正
道
を
語
る
」
で

は
売
茶
翁
が
茶
を
語
り
、
第
五
話
「
岐
阜
の
老
尽
出
離
の
縁
を
明
す
」
で
は
、

元
島
原
の
遊
女
で
あ
っ
た
尼
が
経
験
談
の
中
に
詩
歌
を
論
じ
る
。
第
六
話
「
一
戸

田
茂
唾
つ
れ
六
¥
草
を
読
む
」
は
『
徒
然
草
』
七
十
三
段
の
虚
一
一
一
一
口
の
横
行
を

論
じ
た
段
の
講
釈
か
ら
寓
一
言
論
に
展
開
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
吋
当
世
下

手
談
義
』
巻
四
「
鵜
殿
退
卜
徒
然
草
講
談
の
事
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
諮
問
論
文
は
指
摘
す
る
。
第
八
話
「
嵯
峨
の
隠
士
三
光
院
殿
を
詰
る
」
で

は
、
三
条
西
実
控
(
実
枝
)
が
嵯
峨
の
騒
士
を
相
手
に
源
氏
物
語
を
論
じ
る

が
、
新
説
の
な
い
こ
と
を
詰
ら
れ
、
逆
に
隠
士
が
自
説
を
語
る
。
第
九
話
「
鍛

冶
菌
助
家
業
に
託
し
て
士
を
調
ず
」
は
篇
名
の
と
お
り
鍛
冶
の
間
内
守
閣
助
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が
刀
剣
の
扱
い
を
過
し
て
武
士
を
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
寓
意
性
が
強
い
短

編
集
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
(
明
和
八
年
、
君
山
朱
正
盈
撰
)
は
「
南
華
有
寓

一
世
一
口
、
部
人
知
宥
寓
一
一
呂
」
と
は
じ
ま
る
。
内
新
斎
夜
語
』
の
最
初
の
読
者
も
こ

の
短
繍
集
を
「
寓
言
」
と
捉
え
て
い
た
。

吋
雨
月
物
語
』
(
明
和
五
年
自
序
、
安
永
五
年
大
坂
野
村
長
兵
衛
・
京
都
梅
村

半
兵
衛
刊
)
が
「
寓
一
一
一
一
向
」
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
秋
成
自
身
が
物
語
寓
言
説

を
唱
え
て
い
る
(
司
ぬ
ば
五
の
巻
』
『
よ
し
ゃ
あ
し
や
』
〉
こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き

る
。
「
自
峯
」
「
仏
法
舘
」
「
貧
福
論
」
の
一
一
一
縞
が
述
べ
て
き
た
よ
う
な
意
味

で
「
寓
一
一
一
一
日
性
の
あ
ら
わ
な
こ
と
は
、
中
野
三
敏
・
徳
田
武
が
談
義
本
と
の

類
似
性
を
指
捕
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
五
雲
は
、
明
和
年
間
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
か
、
作
品
が
既
に
一
応

完
成
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
丹
捧
園
の
明
翁
草
』
(
安
永
七
年

刊
、
京
都
菊
鹿
安
兵
衛
刊
)
お
よ
び
『
膚
錦
』
(
安
永
八
年
刊
、
京
都
菊
鹿
安
兵

衛
刊
)
は
安
永
年
間
に
成
立
し
た
も
の
と
思
し
い
が
、
上
記
五
宏
一
聞
と
は
明
ら

か
に
色
合
い
が
異
な
る
。
登
場
人
物
に
知
識
思
想
を
語
ら
せ
る
趣
向
は
『
唐

錦
』
巻
一
の
「
足
利
義
教
異
人
に
遇
話
」
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
あ
と

は
文
字
通
り
奇
談
的
な
話
柄
で
あ
る
。
と
い
っ
て
文
章
が
巧
み
で
寓
意
が
露

出
し
て
い
な
い
分
、
文
芸
性
を
評
価
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
{
同
意

の
あ
ら
わ
な
庭
鐘
・
秋
成
の
叙
上
の
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
の
方
が
完
成
度
が

高
い
こ
と
は
誰
の
自
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

天
理
本
『
唐
錦
』
の
見
返
し
に
い
う
上
方
出
来
の
「
奇
談
七
部
の
書
」
で

は
、
み
て
き
た
よ
う
に
明
和
期
の
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
に
樗
山
的
な
「
寓
書
」

を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
樗
出
の
教
割
に
比
べ
る
と
、
そ
こ
に
は

J

街
学
的
と
も
呼
ぶ
べ
き
和
漢
の
知
識
の
誇
示
が
あ
り
、
主
意
と
し
て
の
教
訴

か
ら
は
離
れ
て
遊
戯
性
が
濃
く
な
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秋
成
の
「
仏

法
僧
」
に
お
け
る
川
の
水
」
の
考
証
の
よ
う
な
、
国
学
的
知
識
の
開
陳

で
あ
る
。
し
か
し
安
永
期
に
成
立
し
た
椿
閤
の
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
は
結
果

と
し
て
そ
の
方
向
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
椿
閣
は
お
そ
ら
く
こ
の
先

行
五
作
に
自
作
を
た
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

臨

吋
欝
奮
い
と
し
て
の
叫
壇
壊
盤
-
h

露
関
鰭

明
垣
根
革
』
第
四
話
「
在
原
業
平
文
海
に
託
し
て
箆
を
訴
ふ
る
事
」
は
次

の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

天
文
二
十
年
七
月
(
一
ニ
好
長
慶
が
細
川
晴
元
を
攻
め
た
時
)
の
兵
火
で
京
相

国
寺
は
焼
亡
、
一
一
一
条
西
実
権
の
門
人
で
和
歌
を
好
ん
だ
禅
僧
の
文
海
は
東
国

を
数
年
行
脚
の
後
、
京
へ
一
民
る
道
で
、
伊
勢
路
か
ら
大
和
路
に
越
え
、
吉
野

山
に
花
を
見
よ
う
と
深
く
入
り
、
あ
る
家
に
投
宿
を
乞
う
。
在
原
業
平
を
名

乗
る
三
十
歳
ほ
ど
の
清
一
一
騒
な
宿
の
主
人
は
、
平
生
の
不
平
を
文
海
に
訴
え
る

と
と
も
に
、
伊
勢
物
語
や
和
歌
を
論
じ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

世
人
が
自
分
を
古
今
第
一
の
好
色
放
蕩
者
と
看
倣
し
て
い
る
が
そ
の
妄
説

は
明
伊
勢
物
語
』
に
淵
源
す
る
。
二
条
信
を
盗
み
出
し
た
と
い
う
説
、
伊
勢

斎
宮
と
の
密
通
の
事
、
妹
や
母
に
懸
想
し
た
こ
と
、
真
済
僧
正
と
の
衆
道
説

は
い
ず
れ
も
根
拠
の
な
い
嵐
説
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
明
伊
勢
物
語
』
は
「
作

り
物
語
」
で
あ
っ
て
実
録
の
よ
う
に
事
実
を
想
定
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い

る
。
は
か
な
き
事
、
戯
れ
事
を
三
十
二
文
字
に
し
た
の
が
歌
で
、
そ
れ
を
又

一
転
し
て
風
槽
を
生
じ
た
の
が
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
。
国
史
や
伝
記
で
さ

え
虚
構
が
混
じ
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
作
り
物
語
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で

あ
る
。
因
み
に
百
人
一
首
に
載
せ
ら
れ
た
「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
龍

田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は
」
は
「
水
く
ぐ
る
」
と
読
み
な
ら
わ
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し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
自
分
の
作
意
と
離
離
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
紅
葉
が

散
り
し
き
る
紅
葉
の
流
れ
る
川
を
く
く
り
染
め
に
そ
め
た
と
見
な
し
た
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

文
海
は
感
銘
し
て
、
世
に
こ
の
説
を
伝
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
上
で
、
業

平
昇
仙
説
の
真
偽
を
尋
ね
る
。
業
平
は
笑
っ
て
こ
れ
を
否
定
し
、
奥
に
消
え
、

文
海
も
ま
ど
ろ
む
。
目
覚
め
た
文
海
は
、
自
分
が
在
原
明
神
の
傍
ら
に
臥
し

て
い
た
こ
と
を
知
る
。
一
臼
一
都
に
帰
る
も
の
の
都
の
騒
動
は
一
層
激
し
く
再

び
諸
菌
に
訪
謹
す
る
が
、
住
吉
の
調
官
津
守
何
某
の
許
で
物
語
っ
た
業
平
と

の
夢
関
答
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
話
を
勘
案
し
た
書
き
手
が
、
業
平
美
男
説
は
円
伊
勢
物
語
』

の
「
む
か
し
男
」
を
業
平
と
間
一
視
す
る
誤
謬
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
楊
貴
妃
美
女
説
と
間
じ
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
一
編
は
終
わ
る
。

以
上
の
話
を
「
寓
昔
日
と
し
て
検
討
し
て
い
く
場
合
、
時
代
設
定
・
人
物

設
定
お
よ
び
業
平
の
口
を
借
り
て
表
明
さ
れ
る
見
解
の
内
容
等
を
押
さ
え
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
「
文
海
」
と
い
う
開
き
手
に
相
当
す
る
禅
僧
の
設
定
や
、

業
平
が
夢
に
現
れ
る
吉
野
の
在
原
明
神
の
存
在
、
こ
の
話
が
語
り
伝
え
ら
れ

る
場
所
と
し
て
の
住
吉
神
社
(
語
り
手
と
し
て
の
津
守
氏
)
の
設
定
の
意
味
が

重
要
な
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
、
最
も
肝
要
な
こ
と
は
吋
伊
勢
物

語
』
が
虚
構
の
作
り
物
語
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
業
平

自
身
が
訴
え
る
と
い
う
の
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
構
想
で
あ
る
。
吋
垣
根

革
』
成
立
当
時
、
『
伊
勢
物
語
』
は
一
般
的
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い

た
の
か
、
そ
し
て
作
中
人
物
業
平
の
主
張
す
る
「
業
平
は
好
色
に
あ
ら
ず
」

「
勢
語
は
実
録
に
あ
ら
ず
」
の
説
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か

を
ふ
ま
え
た
よ
で
、
作
中
人
物
業
平
の
一
一
一
日
説
を
定
位
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
の
円
伊
勢
物
語
』
受
容
史
に
つ
い
て
の
基
本
的
文
献
は
、

中
村
幸
彦
「
伊
勢
物
語
と
近
世
文
学
」
命
中
村
幸
彦
著
作
集
〈
第
三
巻
〉
』
、
中

央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
)
・
美
山
靖
「
月
や
あ
ら
ぬ
|
近
世
文
学
と
伊
勢
物

語
と
業
平
伝
説
と
1

」
(
「
息
一
事
館
大
祭
紀
要
」
第
七
輯
、
一
九
六
九
年
)
等
が

あ
る
。
伊
勢
物
語
注
釈
史
に
お
け
る
近
世
中
期
は
、
護
町
時
代
注
釈
の
集
大

成
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
た
『
伊
勢
物
語

関
疑
抄
』
を
真
向
か
ら
否
定
し
た
荷
田
春
満
の
『
伊
勢
物
語
章
子
関
』
や
こ

れ
を
継
承
し
た
賀
茂
真
淵
吋
伊
勢
物
語
古
意
』
や
秋
成
『
よ
し
ゃ
あ
し
や
』

等
の
、
昔
男
業
一
平
説
を
否
定
し
て
勢
語
構
一
言
説
を
打
ち
出
し
た
菌
学
者
達
の

言
説
が
注
目
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
担
注
と
新
注
が
交
差
す
る
季
節
で

あ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
古
典
の
解
釈
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
読

本
が
現
れ
る
の
で
あ
り
、
本
篇
は
そ
の
き
わ
め
て
典
型
的
な
削
別
で
あ
っ
た
。

以
下
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。
業
平
の
主
張
は
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ
る
。

前
半
は
、
「
世
の
人
」
が
「
某
を
古
今
第
一
の
好
色
放
蕩
の
者
の
よ
う
に

い
ひ
な
」
す
こ
と
へ
の
不
平
で
あ
る
。
そ
の
「
妄
謹
の
源
」
は
『
伊
勢
物
語
』

に
あ
っ
て
「
昔
男
」
と
あ
る
の
を
自
分
の
こ
と
と
思
わ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り

「
昔
男
H
業
平
」
と
い
う
理
解
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
政
治
を
担

っ
て
い
た
公
家
は
決
し
て
暇
で
は
な
く
、
年
中
女
性
を
口
説
い
て
い
る
よ
う

な
誤
解
は
武
家
政
治
の
時
代
に
公
家
が
暇
だ
っ
た
こ
と
か
ら
類
推
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
業
平
が
菟
を
雪
、
ぎ
た
い
と
い
う
の
は
、
①
二
条
の
活
を
盗
み
出

し
て
亡
命
し
た
(
六
段
)
。
②
伊
勢
斎
宮
と
密
通
し
た
(
六
十
九
段
)
。
③
妹

に
懸
想
し
た
(
四
十
九
段
)
。
④
母
が
業
平
に
心
を
寄
せ
た
(
八
十
四
段
)
。
⑤

真
諦
僧
正
と
衆
道
の
関
係
に
あ
っ
た
(
根
拠
不
明
)
な
ど
と
い
う
「
妄
誼
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
正
す
た
め
に
業
平
は
次
の
よ
う
に
自
ら
の
吋
伊
勢
物
語
』

観
を
披
躍
す
る
。
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そ
も
伊
勢
物
語
の
ふ
み
は
作
者
昔
よ
り
さ
だ
か
な
ら
ね
ど
も
、
実
は
具

平
親
王
の
手
に
出
で
て
、
む
か
し
は
真
名
な
り
し
を
後
に
仮
名
文
字
に

な
し
た
る
物
に
て
、
古
今
の
序
な
ど
と
問
じ
類
な
り
。
そ
れ
は
と
も
あ

れ
、
物
語
の
大
体
、
歌
の
意
を
の
べ
て
端
書
を
添
た
る
も
の
な
り
。

無
中
に
有
を
生
じ
て
歌
の
さ
ま
を
一
転
し
て
、
風
情
あ
ら
せ
た
る
作
物

語
の
体
な
り
。
近
き
頃
定
家
も
、
調
花
言
葉
を
翫
ぶ
べ
き
を
一
回
な
り
と
、

を
し
へ
ら
れ
し
は
格
言
に
て
、
実
録
の
ご
と
く
、
年
月
日
時
を
正
し
、

誰
某
の
事
な
ど
と
お
も
ふ
こ
そ
い
と
拙
き
事
に
て
・
:
・
・
・

こ
う
い
う
勢
語
理
解
が
契
沖
・
春
満
・
真
淵
ら
の
新
し
い
司
伊
勢
物
語
』

観
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
契
沖
は
「
昔
男
は

業
平
で
は
な
い
」
と
ま
で
は
品
出
回
っ
て
い
な
か
っ
た
。
の
ち
の
和
歌
の
解
釈
な

ど
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
本
話
の
業
平
の
主
張
は
真
淵
説
を
中
心
に
し
て
構
成

さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
吋
伊
勢
物
語
古
意
』
が
秋
成
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
の
は
寛
政
五
年
で
あ
る
が
、
成
立
自
体
は
宝
麿
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と

さ
れ
(
大
津
有
一
叫
増
訂
版
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』
、
八
水
害
届
、
一
九
八
六

年
て
そ
の
説
は
写
本
で
十
分
に
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
中
人

物
の
業
平
が
『
伊
勢
物
語
』
の
原
型
だ
と
い
う
真
字
本
を
、
真
滞
が
重
視
し

て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
伊
勢
物
語
古
意
総
論
」
に
は
、

是
に
古
本
有
て
真
宇
に
て
書
た
る
、
其
文
字
の
用
ゐ
ざ
ま
、
万
葉
集
を

た
は

も
お
も
ひ
、
専
ら
は
新
撰
万
葉
に
よ
り
て
、
そ
れ
よ
り
も
戯
れ
た
る
書

ざ
ま
な
が
ら
:
・
(
中
路
)
其
吉
本
の
は
じ
め
に
六
篠
宮
御
撰
と
し
る
せ

り
、
こ
は
村
上
天
皇
の
皇
子
二
品
中
務
親
王
耳
、
さ
て
御
撰
と

は
書
た
れ
ど
、

べ
か
ら
ず
。

み

こ

此
物
、
が
た
り
を
此
親
王
の
作
り
た
ま
ふ
て
ふ
事
に
は
有

真
淵
は
具
平
親
王
作
者
説
こ
そ
否
定
し
て
い
る
が
、
親
王
が
真
字
に
骨
一
一
間
き

な
し
た
こ
と
、
真
字
本
が
現
行
伊
勢
物
語
に
先
立
つ
古
本
で
あ
る
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
。
ま
た
明
伊
勢
物
語
』
の
実
録
性
を
明
確
に
否
定
し
て
、
「
然

る
を
後
の
世
の
人
は
物
語
て
ふ
名
を
い
か
に
意
得
つ
ら
ん
、
殊
に
そ
ら
言
に

い
ひ
な
し
つ
る
此
伊
勢
物
語
を
ば
実
の
録
の
如
く
思
へ
る
こ
そ
い
ぶ
か
し
け

れ
」
と
い
う
(
「
伊
勢
物
語
古
意
総
論
」
「
物
が
た
り
は
」
)
。

ま
た
業
平
は
、
自
ら
が
馬
頭
観
音
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
説
も
否
定
す
る
。

某
を
観
音
の
化
身
な
り
と
い
ふ
は
あ
ま
り
過
当
の
説
に
て
、
却
て
人
の

噸
を
生
ず
る
端
な
り
。
是
は
釈
氏
の
作
り
出
せ
る
も
の
に
て
、
欲
の
釣

を
も
て
、
引
て
仏
道
に
い
た
ら
し
む
と
い
う
経
文
よ
り
、
普
門
品
の
三

十
一
一
一
身
応
現
の
説
に
付
会
し
、
楊
柳
観
音
な
ど
の
そ
の
形
艶
一
麗
に
ち
か

き
を
も
て
、
此
説
を
生
じ
た
る
も
の
な
り
。
光
明
皇
后
如
意
輸
の
化
身

と
い
へ
る
と
同
日
の
談
に
し
て
と
る
に
た
ら
ず
。
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業
平
罵
頭
観
音
説
は
た
と
え
ば
謡
曲
「
杜
若
い
に
「
又
業
平
は
撞
楽
の
、

歌
舞
の
菩
躍
の
現
化
な
れ
ば
」
と
あ
り
、
室
町
物
語
『
鶏
鷺
合
戦
物
語
』
に

「
か
の
中
将
は
極
楽
世
界
の
歌
舞
の
菩
薩
、
正
観
音
の
化
現
な
り
」
と
見
え

る
俗
説
で
あ
る
が
、
そ
の
元
々
の
出
所
は
鎌
倉
時
代
の
伊
勢
物
語
注
釈
書
『
和

歌
知
顕
集
』
に
あ
っ
た
。
一
条
兼
良
は
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
で
、
「
次
に

知
顕
集
に
業
平
中
将
は
罵
頭
観
音
、
小
野
小
町
は
如
意
輪
観
音
の
化
身
と
い

へ
り
。
其
外
う
ろ
ん
な
る
事
の
み
山
田
」
と
い
い
、
近
世
に
よ
く
読
ま
れ
た
注



釈
書
で
あ
る
幽
斎
の
『
伊
勢
物
語
闘
疑
抄
』
も
こ
れ
を
受
け
て
「
又
知
顕
抄

と
て
コ
一
帖
有
。
そ
れ
に
は
、
業
平
を
馬
頭
観
音
、
小
野
小
町
は
如
意
輪
観
音

う

ろ

ん

の
化
身
と
い
へ
り
。
其
外
、
胡
乱
な
る
事
の
み
」
と
一
世
一
向
う
。
『
章
子
問
』
も

『
関
疑
抄
』
の
こ
の
部
分
を
引
い
て
観
音
化
身
説
を
「
妄
説
な
り
」
と
一
蹴

す
る
。
し
か
し
真
淵
は
業
平
馬
頭
観
音
説
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
作

中
人
物
業
平
の
一
言
説
を
真
淵
の
み
に
求
め
る
の
は
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
詰
桝
疑
抄
』
は
、
藤
原
定
家
の
奥
章
一
日
に
つ
い
て
「
只
可
レ
翫
ニ
詞
花

言
葉
一
而
巳
と
か
〉
れ
た
る
事
、
道
の
肝
要
品
。
こ
と
ば
又
つ
く
り
ゃ
う
の

お
も
し
ろ
さ
所
に
心
を
か
け
て
述
作
の
た
よ
り
に
せ
よ
と
の
を
し
へ
な
り
」

と
言
う
が
、
こ
れ
が
先
に
引
用
し
た
業
平
の
言
説
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
は
業
平
が
否
定
す
る
、
「
若
年
た
り
し
時
、
真
諦
僧

正
に
密
教
を
習
ひ
し
を
も
、
龍
陽
の
愛
よ
り
断
袖
の
契
も
侍
り
し
や
う
に
い

ひ
な
せ
る
」
と
い
う
俗
説
の
出
所
で
あ
る
。
議
町
物
語
の
明
嵯
峨
物
語
』
に

「
真
雅
間
関
利
の
、
お
も
ひ
出
る
常
盤
の
山
の
岩
つ
〉
じ
と
詠
る
は
、
在
中

将
に
め
で
〉
つ
か
は
し
け
る
と
ぞ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
業
平
十
一
よ
り
東
寺

真
雅
僧
正
の
弟
子
に
て
有
け
る
を
」
(
司
謡
山
拾
葉
抄
』
巻
八
「
杜
若
」
所
引
「
冷

泉
流
伊
勢
物
語
注
」
)
と
い
う
所
伝
が
あ
る
か
ら
、
真
雅
と
の
男
色
関
係
と
混

同
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
真
雅
は
空
海
の
弟
で
あ
り
、
真
済
は
空
梅
明
性

霊
集
』
の
序
文
を
著
す
な
ど
、
二
人
は
と
も
に
「
弘
法
大
師
の
十
人
の
弟
子
」

(
司
江
談
抄
』
)
の
一
人
で
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
て
い
た
。
し
か
も
文
諮
天
皇

後
の
皇
位
継
承
争
い
で
、
真
済
は
惟
喬
親
王
の
祈
祷
師
に
、
真
雑
は
堆
仁
親

王
の
護
持
僧
に
な
っ
た
(
問
)
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
混
開
し
や
す
か
っ
た

と
患
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
に
あ
っ
て
も
謡
曲
や
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
等
で
業
平

の
俗
伝
は
生
き
つ
づ
け
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
拾
い

上
げ
て
作
者
は
業
平
を
し
て
反
論
せ
し
め
て
い
る
と
理
解
す
れ
ば
十
分
で
あ

ろ
う
。後
半
の
ト
ピ
ッ
ク
は
「
百
人
一
首
」
に
も
採
ら
れ
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』

百
六
段
の
歌
「
ち
は
や
、
ふ
る
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く

く
る
と
は
」
の
解
釈
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

ね
り
き
ぬ

某
が
趣
意
は
龍
田
川
に
紅
葉
散
り
し
き
て
流
る
〉
を
、
一
疋
の
練
を

綴
織
の
く
、
ふ
り
染
に
そ
め
な
し
た
る
に
見
な
し
て
、
か
〉
る
大
河
を
巧

み
に
も
く
込
り
染
に
そ
め
な
し
た
る
は
、
い
ち
は
や
き
神
の
御
代
に
は

た

め

し

は

ん

ベ

さ
ま
ハ
¥
あ
や
し
き
こ
と
も
を
〉
か
れ
ど
、
よ
も
か
〉
る
例
は
侍
る

し
か

ま
じ
と
よ
み
た
る
歌
に
て
、
(
中
路
)
然
る
も
の
を
い
つ
の
頃
よ
り
か

「
水
く
ぐ
る
」
と
、
く
も
じ
濁
り
て
よ
み
な
ら
は
せ
り
。
紅
葉
の
川
水

を

よ

ぎ

は

ん

ベ

を
泳
く
ジ
る
、
何
ほ
ど
の
め
づ
べ
き
事
の
侍
る
べ
き
。
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『
伊
勢
物
語
』
『
古
今
和
歌
集
』
『
百
人
一
首
』
の
註
釈
史
の
中
で
、
こ
の

歌
を
「
く
く
り
染
め
」
と
解
釈
し
た
の
は
賀
茂
真
淵
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ

れ
は
今
日
定
説
化
し
て
い
る
解
釈
で
も
あ
る
。
明
続
万
葉
論
』
円
古
今
和
歌
集

打
聴
』
円
一
臼
人
二
百
古
説
』
に
も
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
吋
伊
勢
物
語
古
意
』

を
引
い
て
お
こ
う
。

く
く
り
ぞ
め

こ
は
立
田
河
に
紅
葉
の
流
る
〉
は
紅
し
て
水
を
絞
染
に
し
た
り
と

え
て
、
え
も
い
は
ず
珍
ら
し
き
さ
ま
な
れ
ば
、
神
代
よ
り
も
ま
だ
開
ざ

り
し
け
し
き
塩
と
ほ
め
た
り
。
さ
る
を
近
き
ほ
ど
の
説
に
、
紅
の
下
よ

り
水
の
泳
る
を
い
へ
る
者
理
も
問
え
ず
、
さ
せ
る
部
自
き
ふ
し
も
な
し
。



た
だ
業
平
は
そ
の
あ
と
さ
ら
に
「
く
〉
り
染
の
か
の
こ
ま
だ
ら
に
似
て
う

る
は
し
き
を
も
て
、
楽
天
も
黄
綴
織
と
詠
じ
た
り
し
類
あ
る
を
」
と
、
白
楽

天
の
詩
を
傍
証
に
あ
げ
る
の
だ
が
、
真
淵
の
著
述
に
は
こ
れ
は
見
当
た
ら
な

い
。
む
し
ろ
後
年
香
川
景
樹
が
吋
百
首
異
見
』
(
文
政
六
年
刊
)
で
こ
れ
を
引

い
た
こ
と
が
、
小
町
谷
熊
彦
「
古
今
和
歌
集
評
釈
・
二
百
五
十
九
龍
田
川

庶
紅
に
水
く
く
る
と
は
」
(
「
国
文
学
」
一
一

O
O
一
一
年
二
一
月
号
、
学
燈
社
)
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
垣
披
草
』
の
記
述
が
そ
れ
に
先
駆
け
た
指
摘
だ
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
注
釈
史
上
も
無
視
で
き
な
い
開
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

玄

司
壊
棚
機
撃
』
欝
題
髄
の
瞬
間
墜
設
定

以
上
の
よ
う
に
作
者
は
の
方
法
を
用
い
て
、
世
の
業
平
像
の
誤

謬
を
た
だ
し
、
新
技
に
基
づ
い
た
明
伊
勢
物
語
』
解
釈
に
導
こ
う
と
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
明
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
そ
の
も
の
を
読
む
よ
り
は
容
易

く
、
興
味
を
持
っ
て
読
者
が
参
入
で
き
る
と
い
う
点
で
、
「
寓
一
廿
一
向
」
の
所
期

の
目
的
は
達
せ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
効
果
的
に
実

現
す
る
た
め
に
物
語
の
持
組
み
|
|
時
代
・
場
所
・
人
物
設
定
に
も
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

中
世
歌
学
以
来
の
明
伊
勢
物
語
』
観
や
謡
曲
ら
か
育
ん
で
き
た
業
平
像
に

異
を
唱
え
る
の
が
一
篇
の
主
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
見
解
を
神
格
化
し
た
業

平
自
身
が
一
時
る
と
い
う
の
は
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
在
原
明
神
と
し
て
の
業

平
が
そ
れ
を
語
る
と
な
れ
ば
、
場
所
も
お
の
ず
か
ら
決
ま
っ
て
く
る
。
明
本

朝
神
社
考
』
巻
六
に
「
世
伝
。
在
原
業
平
。
貌
関
雅
而
善
和
歌
、
殆
乎
和
歌

之
神
也
。
立
入
吉
野
川
上
。
市
不
知
所
終
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
吉
野
川
の
ほ
と
り
」
で
あ
る
。

聞
き
手
に
は
や
は
り
旧
来
の
『
伊
勢
物
語
』
観
を
持
つ
人
物
を
甑
す
る
方

が
よ
い
が
、
吉
野
川
に
出
向
く
よ
う
な
人
物
と
な
れ
ば
や
は
り
遍
歴
僧
が
適

当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
中
世
歌
学
の
主
流
に
位
寵
す
る
三
条
酋
実
経
の
門
人

で
あ
り
、
僧
で
あ
る
文
海
な
る
人
物
を
そ
れ
に
当
て
た
。
文
海
は
相
国
寺
の

僧
で
あ
り
、
天
文
二
十
年
七
月
の
兵
火
で
寺
が
焼
亡
す
る
と
と
も
に
旅
に
出

る
。
東
国
を
志
し
て
遍
歴
し
四
、
五
年
を
経
て
都
に
戻
っ
て
来
る
途
次
、
吉

野
で
こ
の
不
思
議
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
兵
火
は
一
一
一
好
長
慶
が

相
国
寺
に
陣
取
っ
た
細
川
時
晴
元
を
攻
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
史
実
で
あ

る
0
2鼠
一
編
応
仁
記
』
巻
十
六
の
開
年
の
項
に
は
、
「
詞
年
七
月
、
晴
元
方
ノ

多
勢
、
ピ
)
州
抜
本
ヨ
リ
出
張
シ
テ
相
国
寺
ニ
陣
取
ケ
ル
ヲ
詞
月
十
西
日
ノ

早
旦
長
慶
自
身
押
寄
テ
火
ヲ
放
チ
攻
ケ
ル
翠
ニ
、
精
一
元
勢
打
負
テ
江
州
ヱ
引

帰
ス
其
後
洛
中
軍
無
シ
テ
今
年
無
為
ニ
暮
レ
ニ
ケ
リ
」
と
あ
る
。
し
か
し
文

海
な
る
僧
が
実
症
の
人
物
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
(
人
名
辞
典
類
お

よ
び
司
実
隆
公
記
』
司
棺
閣
寺
史
料
』
等
に
は
出
て
こ
な
い
)
。
む
し
ろ
相
菌
寺
で

修
行
し
た
と
い
う
宗
祇
や
、
天
文
二
十
二
年
に
一
一
一
条
西
公
条
の
吉
野
旅
行
に

同
行
し
た
紹
巴
(
時
代
的
に
は
ぴ
っ
た
り
く
る
)
や
、
実
隆
に
親
し
い
数
奇
の

僧
で
天
文
一
一
年
に
『
あ
づ
ま
道
の
記
』
の
著
書
の
あ
る
尊
海
(
僧
で
名
に
「
樺
」

と
付
く
)
な
ど
の
面
影
を
合
わ
せ
た
虚
構
の
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ず

Q

。
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ま
た
、
業
平
の
夢
託
を
受
け
た
文
海
が
そ
の
後
、
再
び
諸
臨
を
初
催
し
、

住
吉
の
澗
宮
津
守
の
何
某
が
許
に
て
物
語
し
た
」
の
を
「
た
ま
た
ま
世
の

人
」
が
「
伝
へ
」
た
と
い
う
伝
承
の
仕
方
が
委
縮
あ
り
げ
で
あ
る
。
津
守
家

は
住
吉
社
代
々
の
調
官
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
も
」
盛
ん
で
あ
っ
た
。

し
か
し
天
文
ご
ろ
の
調
官
で
あ
る
六
十
代
津
守
閣
順
・
六
十
一
代
津
守
国
繁



の
事
騒
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、
具
体
的
な
人
物
を
比
定
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
意

味
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
中
世
の
仏
教
付
会
的
な
解
釈
を
代
表
す
る
明
和

歌
知
頭
集
』
が
住
吉
の
翁
に
語
ら
せ
た
形
式
を
持
つ
の
を
逆
転
し
て
、
業
平

自
身
の
一
一
一
一
間
説
を
住
吉
の
相
官
に
真
実
を
語
る
と
い
う
趣
向
が
面
白
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
全
体
的
に
い
え
ば
、
作
者
が
『
伊
勢
物
語
』
の
解
釈
を
新
し
い
説

を
踏
ま
え
て
解
説
す
る
こ
と
を
主
意
と
し
た
「
寓
昔
日
で
あ
る
た
め
に
、
様

々
な
舞
台
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
作
者
が

持
っ
て
い
た
の
が
啓
蒙
的
意
思
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し

ろ
そ
の
よ
う
な
「
寓
一
言
」
の
形
式
で
叫
伊
勢
物
語
』
の
新
解
を
す
る
と
い
う

表
現
技
法
そ
の
も
の
を
、
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
は
十
分
知
識
の
あ
る
教

養
人
を
相
手
に
披
濯
し
て
み
せ
た
と
い
う
の
が
真
の
意
図
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
上
方
の
知
識
性
の
濃
厚
な
初
期
読
本
の
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
(
テ

ク
ス
ト
)
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。

六

叫
一
議
題
議
-
h

欝
臨
欝
と
『
ぬ
ば
翠
の
馨
知

以
下
は
付
論
で
あ
る
。
筆
者
は
『
垣
根
革
』
第
四
話
に
よ
く
似
た
構
成
を

持
つ
作
品
(
テ
ク
ス
ト
)
と
し
て
、
安
永
八
年
成
立
(
序
文
に
よ
る
)
の
秋
成

の
『
ぬ
ば
玉
の
巻
』
を
想
起
す
る
。
『
ぬ
ば
玉
の
巻
』
は
談
義
本
で
も
初
期

読
本
で
も
な
く
、
源
氏
物
語
論
を
物
語
的
形
式
で
書
い
た
和
文
(
『
上
回
秋
成

金
集
』
で
は
「
王
朝
文
学
研
究
篇
」
に
入
っ
て
い
る
)
で
あ
る
が
、
「
寓
一
一
首
」
の

方
法
で
物
語
と
和
歌
を
論
じ
、
旧
来
の
常
識
的
見
解
を
斥
け
る
と
こ
ろ
と
い

い
、
時
代
設
定
や
人
物
設
定
と
い
い
、
円
一
抱
一
線
車
』
第
四
話
に
影
響
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

中
散
歌
学
を
学
び
、
源
氏
物
語
に
傾
倒
し
て
い
る
連
歌
師
宗
捧
を
登
場
さ

せ
、
そ
の
夢
中
に
人
麿
が
現
れ
て
源
氏
物
語
を
語
る
。
人
騰
は
中
世
的
源
氏

物
語
観
を
否
定
し
、
契
沖
ら
の
新
控
に
基
づ
く
見
解
を
述
べ
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
後
半
に
は
人
麿
作
と
伝
え
れ
ら
る
「
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
滞
の
朝
霧

に
烏
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
が
実
は
小
野
墜
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
な
ど
の
和
歌
論
に
な
っ
て
い
る
。

時
代
設
定
も
「
足
利
ノ
世
ノ
末
」
で
あ
り
、
吋
垣
根
草
』
第
四
話
と
同
じ

で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
亘
ち
に
『
垣
按
草
』
の
影
響
を
吋
ぬ
ば
五
の

巻
』
に
見
る
こ
と
は
短
絡
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
こ
で
指
摘
し
て

お
き
た
い
の
は
、
散
文
読
物
史
に
お
い
て
、
作
者
が
「
寓
一
廿
一
日
的
方
法
を
意

識
的
に
採
用
す
る
こ
と
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
が
古
典
註
釈
の
新
し
い
局
面
と

時
期
的
に
一
致
し
、
明
和
・
安
永
の
こ
ろ
に
「
寓
言
」
の
形
式
で
新
し
い
古

典
学
の
提
唱
を
行
う
動
き
が
現
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
「
寓
一
吉
」
の
文

学
史
と
い
う
視
点
か
ら
眺
め
て
み
れ
ば
、
も
っ
ぱ
ら
教
訓
的
内
容
で
あ
っ
た

構
意
に
、
学
関
的
(
知
識
的
)
内
容
が
こ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
啓
蒙
で
は
な
く
、
最
新
の
文
学
論
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
『
ぬ
ば
玉
の
巻
』
が
源
氏
物
語
論
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
の
も
、
ゆ
え

な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
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